














Annual Summary of the Views
of the International Covenanton the Civil
and Political Rights (1): 1985-1986
人権条約研究会訳*
Translation by the Study Group on the Human Rights Treaties*
Abstract
Today, the Views of the Human Rights Committee are numerous, and it may be difficult
to look into the overall of the activities of the Committee in this regard. Annual Reports of
the Committee contain the chapter which summarizes the activities of the Committee, and
provides us the useful way to search the important Views in the year concerned. For this
reason, we consider it appropriate to translate this part of the Report into Japanese.
キーワード:市民的及び政治的権利に関する国際規約、規約人権委員会、 「見解」
































































それらは、 No. 89/1981 {Paavo Muhonen v. Finland)、 No. 115/1982 {John Wight v. Mada-
gascar)、 No. 132/1982 (Monja Jaona v. Madagascar)、 No. 139/1983 (Hiber Conteris v.
Uruguay)であり、 Nos. 146, 148-154/1983までの、 8件の事件が併合審査された　{Kanta
Baboeram-Adhin, Johnny Kamperveen, Jenny Jamila Rehnuma Karamat AH, Henry Fran-
goir Leckie, Vidya Sa砂uvati Oemrawsingh-Adhin, Astrid Sila Bhamini-Devi Sohansingh-
Kamhai, Rita Dulci Imanuel-Raha桝αn, and Irma Soeinem Hoost-Boldwijn v. Suriname) 0
委員会はまた、通報が非許容であると宣言して、 10件の事件の検討を終結した。それらは次
の事件である　No. 113/1981 (C. F. etal.v. Canada)、 No. 158/1983 (O. F. v. Norway)、 No.
168/1984 ( V. O. v. Norway)、 No. 173/1984 (M. F. v. the Netherlands)、 No. 174/1984 (/. K.
v. Canada)、 No. 175/1984 (N. B. v. Sweden)、 No. 178/1984 (/. D. B. v. the Netherlands) 、
No. 183/1984 (D. F. etal. v. Sweden)、 No. 185/1984 (L. T. K. v. Finland)、 No. 187/1985








































































































































1)総会公式記録、第38会期、補遺No. 40(A/38/40) , paras.42-43、及び総会公式記録、第39会期、補遺No.40(A/39/


























































705. 1985年7月19日の覚書で、マダガスカル常駐代表団が通報No. 132/1982 (Monjajaona
23)選択議定書に基づく見解の採択後に、締約国から受頚した情執こついては、総会公式記録、第38会期、補遺No.40
(A/38/40)、 para. 396及び付属文書XXXIからXXXIIIまでを見よ。総会公式記録、第39会期、補遺No. 40 (A/
39/40 and Corr. 1 and 2), paras. 623 and 624も見よ。


















































No. 138/1983 (Ngalula Mpandanjila et al. v. Zaire)、 No. 147/1983 (Lucia Arzuaga v.
Uruguay) 、 No. 156/1983 {Luis Alberto Solorzano v. Venezuela) 、及びNo. 157/1983 {Andre
AlphonseMpaka-Nsusu v. Zaire)である。委員会はまた通報が非許容であると宣言して、 5
件の事件の検討を終結した。それらは、次の事件である　No. 112/1981 (Y.L. v. Canada)、
No. 118/1982 (/. B. etal. v. Canada)、 No. 165/1984 (/. M. v. Jaプ朋tea)、 No. 170/1984 (E.



















きる.以前の事件(No. 113/1981, C. F. etal, v. Canada)の場合と同様に、委員会はその第









に値する。 No. 112/1981 (Y. L. v. Canada)の事件において、委員会は規約第14条1項の一
側面を明らかにする機会を持った。
「委員会の見解では、 『民事上の争い』の概念は、一一当事者の一方の地位(政府機関か、






































No. 157/1983 (AndreAlphonseMpaka-Nsusu v. Zaire)の事件において、委員会は、とりわ
け規約第12条1項違反を「通報者は自身の故郷の村へ無期限に追放されたから」という理由
で、及び第25条違反を「通報者にはザイール法に基づいて大統領に立候補する資格があるに
もかかわらず、それを許されなかったから」という理由で認定した(付属文書VIIIDを見よ)0
(藤本晃嗣)
